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【 請 求 項 １ 】
　 式 （ II） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［ 但 し 、 Ｍ が 、 チ タ ン 、 ジ ル コ ニ ウ ム 、 ハ フ ニ ウ ム 、 バ ナ ジ ウ ム 、 ニ オ ブ 、 タ ン タ ル 、 ク
ロ ム 、 モ リ ブ デ ン 、 タ ン グ ス テ ン 又 は 周 期 表 第 III族 の 遷 移 元 素 若 し く は ラ ン タ ニ ド 元 素
を 表 し 、
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 4 、 Ｒ 5 、 Ｒ 7 及 び Ｒ 8 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 フ
ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 、 ヨ ウ 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 2 0 ア ル キ ル 、 置 換 基 と し て Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 基 を 有
し て い て も 良 い ３ ～ ８ 員 の シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 、 ア ル キ ル 部 分 に １ ～ １
０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 し 、 ア リ ー ル 部 分 に ６ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ ル ア リ ー ル



、 ア ル キ ル 部 分 に １ ～ １ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 し 、 ア リ ー ル 部 分 に ６ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を
有 す る ア リ ー ル ア ル キ ル 、 － Ｏ Ｒ 1 0 、 － Ｓ Ｒ 1 0 、 － Ｎ （ Ｒ 1 0 ） 2 、 － Ｐ （ Ｒ 1 0 ） 2 又 は － Ｓ
ｉ （ Ｒ 1 0 ） 3 ｛ 但 し 、 Ｒ 1 0 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル
、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア ル キ ル ア リ ー ル （ こ れ ら の 基 は 部 分
的 又 は 完 全 に ヘ テ ロ 原 子 で 置 換 さ れ て い て も 良 い ） を 表 す 。 ｝ を 表 し 、
　 Ｒ 3 及 び Ｒ 6 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 － Ｏ Ｒ 1 1 、 － Ｓ Ｒ 1 1 、 －
N（ Ｒ 1 1 ） 2 又 は － Ｐ （ Ｒ 1 1 ） 2 ｛ 但 し 、 Ｒ 1 1 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ
Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 又 は Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル を 表 す 。 ｝ を 表 し 、
　 Ｒ 1 3 ～ Ｒ 1 7 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 2 0 ア ル キ ル 、 置
換 基 と し て Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 基 を 有 し て い て も 良 い ５ ～ ７ 員 の シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ

1 5 ア リ ー ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ ル （ こ れ ら の 隣 接 す る 基 が 一 体 化 し て 炭 素 原 子 数 ４ ～ １ ５
個 の 環 式 基 を 形 成 し て も 良 い ） 、 又 は － Ｓ ｉ （ Ｒ 1 8 ） 3 ｛ 但 し 、 Ｒ 1 8 が 、 同 一 で も 異 な っ
て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 又 は Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア
ル キ ル を 表 す 。 ｝ を 表 し 、 そ し て
　 基 Ｒ 1 6 と Ｚ が 合 体 し て ［ Ｔ （ Ｒ 2 5 ） （ Ｒ 2 6 ） ］ m － Ｅ － 基
｛ 但 し 、 Ｔ が 、 同 一 で も 異 な っ て も 良 く 、 そ れ ぞ れ ケ イ 素 、 ゲ ル マ ニ ウ ム 、 ス ズ 又 は 炭 素
を 表 し 、
　 Ｒ 2 5 及 び Ｒ 2 6 が 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル 又 は Ｃ

6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル を 表 し 、
　 ｍ が 、 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ を 表 し 、 そ し て
　 Ｅ が 、
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 但 し 、 Ｒ 1 9 ～ Ｒ 2 3 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 2 0 ア ル キ
ル 、 置 換 基 と し て Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 基 を 有 し て い て も 良 い ５ ～ ７ 員 の シ ク ロ ア ル キ ル 、
Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ ル （ こ れ ら の 隣 接 す る 基 が 一 体 化 し て 炭 素 原 子 数
４ ～ １ ５ 個 の 環 式 基 を 形 成 し て も 良 い ） 、 又 は － Ｓ ｉ （ Ｒ 2 4 ） 3 （ 但 し 、 Ｒ 2 4 が 、 同 一 で
も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 又 は Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0

シ ク ロ ア ル キ ル を 表 す 。 ） を 表 す 。 ）
を 表 す 。 ｝
を 形 成 す る 。 ］
で 表 さ れ る ラ セ ミ 体 メ タ ロ セ ン ビ フ ェ ノ キ シ ド 錯 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 式 （ II） の Ｒ 1 7 及 び Ｒ 2 3 が 水 素 で は な い 請 求 項 １ に 記 載 の ラ セ ミ 体 メ タ ロ セ ン ビ フ ェ ノ
キ シ ド 錯 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 式 （ II） の Ｒ 1 及 び Ｒ 8 が 嵩 高 い 置 換 基 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ラ セ ミ 体 メ タ ロ セ
ン ビ フ ェ ノ キ シ ド 錯 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 式 （ II） の Ｒ 3 及 び Ｒ 6 が 、 そ れ ぞ れ メ ト キ シ 、 エ ト キ シ 、 イ ソ プ ロ ピ ル オ キ シ 、 ｔ ｅ ｒ
ｔ － ブ チ ル オ キ シ 、 シ ク ロ プ ロ ピ ル オ キ シ 又 は シ ク ロ ヘ キ シ ル オ キ シ で あ る 請 求 項 １ ～ ３
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ラ セ ミ 体 メ タ ロ セ ン ビ フ ェ ノ キ シ ド 錯 体 。
【 請 求 項 ５ 】
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　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ラ セ ミ 体 メ タ ロ セ ン ビ フ ェ ノ キ シ ド 錯 体 を 製 造 す
る 方 法 で あ っ て 、
　 下 記 の 連 続 工 程 ：
　 ａ ） 式 (IVa)及 び (IVb)：
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［ 但 し 、 Ｒ 1 3 、 Ｒ 1 4 、 Ｒ 1 5 及 び Ｒ 1 7 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 Ｃ

1 ～ Ｃ 2 0 ア ル キ ル 、 置 換 基 と し て Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 基 を 有 し て い て も 良 い ５ ～ ７ 員 の シ ク
ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ ル （ こ れ ら の 隣 接 す る 基 が 一 体 化 し
て 炭 素 原 子 数 ４ ～ １ ５ 個 の 環 式 基 を 形 成 し て も 良 い ） 、 又 は － Ｓ ｉ （ Ｒ 1 8 ） 3 ｛ 但 し 、 Ｒ 1

8 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 又
は Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル を 表 す 。 ｝ を 表 し 、 そ し て
　 Ｒ 1 9 、 Ｒ 2 0 、 Ｒ 2 1 及 び Ｒ 2 3 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 2

0 ア ル キ ル 、 置 換 基 と し て Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 基 を 有 し て い て も 良 い ５ ～ ７ 員 の シ ク ロ ア ル
キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 又 は ア リ ー ル ア ル キ ル （ こ れ ら の 隣 接 す る 基 が 一 体 化 し て 炭 素
原 子 数 ４ ～ １ ５ 個 の 環 式 基 を 形 成 し て も 良 い ） 、 又 は － Ｓ ｉ （ Ｒ 2 4 ） 3 ｛ 但 し 、 Ｒ 2 4 が 、
同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 又 は Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ
ク ロ ア ル キ ル を 表 す 。 ｝ を 表 す 。 ］
に よ り 表 さ れ る 化 合 物 を 好 適 な 脱 プ ロ ト ン 剤 に よ り 脱 プ ロ ト ン 化 す る 工 程 、
　 ｂ ） 脱 プ ロ ト ン 化 さ れ た 化 合 物 (IVa)及 び (IVb)を 、 下 記 ：
［ Ｔ （ Ｒ 2 5 ） （ Ｒ 2 6 ） ］ m Ｈ ａ ｌ 2

［ 但 し 、 Ｈ ａ ｌ が 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｂ ｒ 又 は Ｉ の ハ ロ ゲ ン 置 換 基 を 表 し 、
　 Ｔ が 、 同 一 で も 異 な っ て も 良 く 、 そ れ ぞ れ ケ イ 素 、 ゲ ル マ ニ ウ ム 、 ス ズ 又 は 炭 素 を 表 し
、
　 Ｒ 2 5 及 び Ｒ 2 6 が 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル 又 は Ｃ

6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル を 表 し 、 そ し て
　 ｍ が 、 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ を 表 す 。 ］
で 表 さ れ る 化 合 物 と 反 応 さ せ 、 次 い で 好 適 な 脱 プ ロ ト ン 剤 に よ り 脱 プ ロ ト ン 化 を 繰 り 返 し
行 っ て 式 (IIIa)：
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［ 但 し 、 Ｍ 2 が 、 ア ル カ リ 金 属 イ オ ン 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 イ オ ン を 表 し 、 そ し て
　 ｐ が 、 Ｍ 2 が ア ル カ リ 金 属 土 類 イ オ ン の 時 は １ を 表 し 、 Ｍ 2 が ア ル カ リ 金 属 イ オ ン の 時 は
２ を 表 し 、
　 Ｔ 、 Ｒ 2 5 、 Ｒ 2 6 及 び ｍ が 前 記 と 同 義 で あ る 。 ］
で 表 さ れ る 化 合 物 を 形 成 す る 工 程 、
　 ｃ ） 式 (IIIa)の 化 合 物 を 、 式 （ Ｉ ） ：
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［ 但 し 、 Ｍ が 、 チ タ ン 、 ジ ル コ ニ ウ ム 、 ハ フ ニ ウ ム 、 バ ナ ジ ウ ム 、 ニ オ ブ 、 タ ン タ ル 、 ク
ロ ム 、 モ リ ブ デ ン 、 タ ン グ ス テ ン 又 は 周 期 表 第 III族 の 遷 移 元 素 若 し く は ラ ン タ ニ ド 元 素
を 表 し 、
　 Ｘ が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 、 ヨ ウ 素 、 水 素 、 Ｃ

1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 、 ア ル キ ル 部 分 に １ ～ １ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 し 、 ア
リ ー ル 部 分 に ６ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ ル ア リ ー ル 、 － Ｏ Ｒ 9 又 は － Ｎ Ｒ 9

2 ｛
但 し 、 Ｒ 9 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア
リ ー ル 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア ル キ ル ア リ ー ル を 表 す 。 ｝ を 表 し 、
　 ｎ が 、 １ ～ ４ の 整 数 で 、 且 つ （ Ｍ の 原 子 価 － ２ ） に 相 当 し 、
　 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 4 、 Ｒ 5 、 Ｒ 7 及 び Ｒ 8 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 フ
ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 、 ヨ ウ 素 、 Ｃ 1 ～ Ｃ 2 0 ア ル キ ル 、 置 換 基 と し て Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 基 を 有
し て い て も 良 い ３ ～ ８ 員 の シ ク ロ ア ル キ ル 、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 、 ア ル キ ル 部 分 に １ ～ １
０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 し 、 ア リ ー ル 部 分 に ６ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ ル ア リ ー ル
、 ア ル キ ル 部 分 に １ ～ １ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 有 し 、 ア リ ー ル 部 分 に ６ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を
有 す る ア リ ー ル ア ル キ ル 、 － Ｏ Ｒ 1 0 、 － Ｓ Ｒ 1 0 、 － Ｎ （ Ｒ 1 0 ） 2 、 － Ｐ （ Ｒ 1 0 ） 2 又 は － Ｓ
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ｉ （ Ｒ 1 0 ） 3 ｛ 但 し 、 Ｒ 1 0 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル
、 Ｃ 6 ～ Ｃ 1 5 ア リ ー ル 、 Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア ル キ ル ア リ ー ル （ こ れ ら の 基 は 部 分
的 又 は 完 全 に ヘ テ ロ 原 子 で 置 換 さ れ て い て も 良 い ） を 表 す 。 ｝ を 表 し 、 そ し て
　 Ｒ 3 及 び Ｒ 6 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ 水 素 、 － Ｏ Ｒ 1 1 、 － Ｓ Ｒ 1 1 、 －
N（ Ｒ 1 1 ） 2 又 は － Ｐ （ Ｒ 1 1 ） 2 ｛ 但 し 、 Ｒ 1 1 が 、 同 一 で も 異 な っ て い て も 良 く 、 そ れ ぞ れ
Ｃ 1 ～ Ｃ 1 0 ア ル キ ル 又 は Ｃ 3 ～ Ｃ 1 0 シ ク ロ ア ル キ ル を 表 す 。 ｝ を 表 す 。 ］
で 表 さ れ る 遷 移 金 属 錯 体 と 反 応 さ せ 、 次 い で こ う し て 得 ら れ た 混 合 物 を － ７ ８ ～ ２ ５ ０ ℃
の 温 度 で 加 熱 す る 工 程
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ラ セ ミ 体 メ タ ロ セ ン ビ フ ェ ノ キ シ ド 錯 体 を 、 オ レ
フ ィ ン 性 不 飽 和 化 合 物 の 重 合 の た め の 触 媒 又 は 触 媒 の 成 分 と し て 、 或 い は 立 体 選 択 合 成 に
お け る 試 薬 又 は 触 媒 と し て 使 用 す る 方 法 。

(5) JP 2006-503887 A5 2006.12.7
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